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栗東市における中小企業等の実態に係るアンケート調査 アンケート票 
Ｑ１．貴社についておうかがいします。                             

（１）業種（最も該当する項目に 1つ〇をつけてください） 

１．製造業 ２．建設業 ３．卸売業 ４．小売業 

５．飲食・宿泊業 ６．理容・美容業 ７．教育・学習支援業 ８．医療・福祉 

９．不動産業 10．運輸業 11．情報通信業 12．その他のサービス業 

13. その他 （具体的に       ）   

 

（２）資本金 

１．個人事業主 ２．500 万円以下 ３．500 万円超～1,000 万円以下 

４.1,000 万円超～5，000 万円以下 ５．5,000 万円超  

 

（３）従業員数（パート含む常勤） 

１．０人 ２．１～５人 ３．６～10人 ４．11～20人 ５．21～50人 ６．51人以上 

 

（４）業歴 （令和６年６月基準） 

１．１年未満 ２．１年以上～３年未満 ３．３年以上～５年未満 

４．５年以上～10年未満 ５．10年以上～20年未満 ６．20年以上 

 

（５）経営者の年齢 （令和６年６月基準） 

１．30歳未満 ２．30歳代 ３．40歳代 ４．50歳代 ５．60歳代 ６．70歳以上 

 

（６－１）直近決算（令和５年４月以降の決算）は、前年決算（令和４年４月～令和５年３月決算）と比

較してどのように変化していますか。（決算が未確定の場合は速報値で差し支えありません） 

（大幅：±20％以上、やや：±5％～20％未満、横ばい：±5％未満） 

①売上高 １.大幅増加 ２.やや増加 ３.横ばい ４.やや減少 ５.大幅減少 

②営業利益 １.大幅増加 ２.やや増加 ３.横ばい ４.やや減少 ５.大幅減少 

③原料・仕入高 １.大幅増加 ２.やや増加 ３.横ばい ４.やや減少 ５.大幅減少 

④人件費 １.大幅増加 ２.やや増加 ３.横ばい ４.やや減少 ５.大幅減少 

⑤光熱水費 １.大幅増加 ２.やや増加 ３.横ばい ４.やや減少 ５.大幅減少 

⑥物流費 １.大幅増加 ２.やや増加 ３.横ばい ４.やや減少 ５.大幅減少 

 

（６－２）直近の企業活動（令和５年４月以降）は、前年の企業活動（令和４年４月～令和５年３月）と

比較してどのように変化していますか。 

⑦原材料の調達 

スケジュール 
１．短縮 ２．不変 ３．遅延 ４．わからない 

⑧広告宣伝機会 １．増加 ２．不変 ３．減少 ４．わからない 

⑨資金繰り １．改善 ２．横ばい ３．悪化 ４．わからない 

⑩設備投資額 １．増加 ２．横ばい ３．減少 ４．わからない 
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Ｑ２．物価・エネルギー価格の上昇についておうかがいします                    

（１）現在、物価・エネルギー価格の上昇はコスト面で、貴社の経営にどのような影響がありますか。 

１．かなり悪い影響がある ４．多少は良い影響がある 

２．多少は悪い影響がある ５．かなり良い影響がある 

３．ほとんど影響はない ６．わからない 

 

（２）今後の物価・エネルギー価格のコスト面での影響について、自社事業への見通しを教えてくださ

い。 

１．今後度以降も影響が継続する ４．現在も、今後も影響はない 

２．今年度内に影響は収束する  ５．わからない 

３．今年度以降に影響が出てくる可能性がある   

 
（３）ここ１年で物価・エネルギー価格の上昇分のどの程度を販売価格に転嫁できていますか。 

１．全く転嫁できていない ４．かなり（３/４程度）、転嫁できている 

２．少し（１/４程度）、転嫁できている ５．ほぼすべて転嫁できている 

３．半分程度、転嫁できている ６．転嫁不要（物価上昇の影響がない） 

 
（４）物価・エネルギー価格の上昇に対し、販売価格への転嫁以外でどのような対策を行っていますか。 

または行う予定ですか。（該当する項目全てに〇をつけてください） 

１．仕入先・購入先の変更 ７．資産売却 

２．仕入先・購入先との価格交渉 ８．補助金・給付金等の活用 

３．特注品から汎用品への切り替え ９．省エネ対策の実施 

４．自社在庫の積み増し 10．省エネ機器への設備投資 

５．運転、設備資金等の借り入れ 11．従業員の雇用調整 

６．他電力への契約の切り替え 12．その他（具体的に            ） 

 

Ｑ３．人材確保についておうかがいします。                           

（１）必要な人材は確保できていますか。 

１．確保できていない ３．どちらかと言えば確保できている 

２．どちらかと言えば確保できていない ４．確保できている 

 

（２）必要な人材を確保できていない主な要因や課題を教えてください。 

※前問（１）で１．２．と答えた方。（主な項目を２つまで〇をつけてください） 

１．必要な人数が集まらない（応募がない） ４．採用に人手や時間をかけることが難しい 

２．応募はあるが、求める人材がいない ５．新たな人材を確保する資金的余裕がない 

３．採用しても、辞退者が多い ６．その他（具体的に           ） 

 

（３）求める人材について教えてください。（主な項目を２つまで〇をつけてください） 

１．正社員（長期的な雇用） ３．期間を定めた契約社員 

２．パート等（短時間労働者） ４．その他（具体的に            ） 

 

（４）求める人材の属性について教えてください。（主な項目を２つまで〇をつけてください） 

１．高卒（新卒、既卒含む） ４．経験者（即戦力となる人） 

２．大卒（新卒、既卒含む） ５．その他 

３．専門学校卒（新卒、既卒含む） （具体的に            ） 
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（５）市に求める人材確保施策を教えてください。（主な項目を３つまで〇をつけてください） 

１．Uターン・Iターン希望者の掘り起こし ６．求職者が魅力を感じる市内企業の情報発信 

２．人材確保に関する助成制度の充実 ７．人材確保に関する助言や説明会の実施 

３．地元学生・学校とのマッチング機会の充実 ８．労働環境改善投資の補助 

４．求人情報の広報活動支援 ９．求人募集費用の補助 

５．市外での合同企業説明会等の実施 10．その他（具体的に           ） 

 

Ｑ４．今後の事業展開についておうかがいします。                           

（１）重点的に取り組むべき経営課題を教えてください。（主な項目を３つまで〇をつけてください） 

１．収益性の向上 ７．新商品・新サービス・新事業の開発 

２．人材採用・人材育成 ８．デジタル技術の活用・戦略的投資 

３．売上・シェア拡大 ９．省エネ・グリーン成長戦略への対応 

４．事業基盤の強化 10．後継者の育成 

５．従業員満足度の向上 11．株主価値の向上 

６．資金調達、資金繰りの改善 12. その他（具体的に           ） 

 

（２）後継者は決まっていますか。 

１．決まっている ４．第三者への事業譲渡を検討している 

２．決まっていないが候補者はいる ５．時期尚早（まだ後継者を考える必要はない） 

３．候補者はいないが事業承継はしたい ６．廃業を予定している 

 

（３）今後も栗東市内で事業を続けたいと思われますか。 

１．市内の現在の場所で事業を続けたい ３．いずれは市外への移転を検討している 

２．市内の別の場所に移転したい ４．すぐにでも市外への移転を検討している 

 

（４）市外への移転を検討される理由について教えてください。※前問（３）で、３．４．と答えた方。 

  （該当する項目全てに○をつけてください） 

１．交通ｱｸｾｽ（道路）が悪い ５．事業用地の確保が困難 ９．取引先の移転に伴うもの 

２．交通ｱｸｾｽ（鉄道）が悪い ６．雇用の確保が困難 10．商圏が小さい 

３．ｲﾝﾌﾗ（電力・通信等）が弱い ７．補助金等の支援が不足 11. 競合他社が多い 

４．事業用地賃料、地価が高い ８．税制優遇等の支援が不足 12. その他（        ） 

 

Ｑ５．市などに対する要望等についておうかがいします。                             

（１）国・県・市や支援機関などに期待する支援策を３つまでご回答ください。 

１．低利融資などの金融支援 ６．プレミアム付商品券事業などの経済活性化策 

２．設備投資や販路開拓支援 ７．補助金・助成金の拡充 

３．従業員確保に関する支援 ８．給付金の拡充 

４．経営全般の相談 ９．支援制度の情報提供 

５．新事業進出や新製品開発等の相談・支援 10．その他（具体的に            ） 

 

（２）その他市への要望等があれば、ご記入ください（自由記述） 
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Ｑ６．市内への商業施設立地についておうかがいします。                             

栗東市では、当面は引き続き人口の増加が見込まれるものの、人口のピークアウトが早まることが見込

まれるなど新たな課題も生じてきています。 

こうした中、課題解決の一つとして、栗東市が定住に向けた住宅および居住環境の整備に取り組み、宅

地への土地利用転換が進んでいる地域における土地利用の適正化を図りながら、商業施設などの賑わい・

生活環境の充実に取り組むため、食品スーパーやホームセンター、飲食店等の立地、また、これらが集積

した商業施設の立地を推進することになった場合（あくまで仮定）をイメージして以下の設問にお答え

ください。 
 
（１）上記のような商業施設等が立地した場合、地域にどのような影響があると思いますか。 

１．良い影響がある ４．どちらかというと悪い影響がある 

２．どちらかというと良い影響がある ５．悪い影響がある 

３．特に影響はない ６．わからない 

 
（２）具体的には地域にどのような影響があると思いますか。（主な項目を３つまで〇をつけてください） 

１．地域住民の買い物の利便性が向上する ８．顧客が流出して地元商業が衰退する 

２．地域の雇用が創出される ９．開発で環境が破壊される 

３．定住人口が増加する 10．騒音やゴミで治安が悪化する 

４．地価が上昇する 11．交通事故・交通渋滞が発生する 

５．顧客が流入して地元商業も活性化する 12．特に影響はない 

６．地域で関連産業が活性化する 13．その他 

７．災害時の拠点や物資供給が見込める （具体的に                ） 

 
（３）貴社の事業にはどのような影響があると思いますか。 

１．良い影響がある ４．どちらかというと悪い影響がある 

２．どちらかというと良い影響がある ５．悪い影響がある 

３．特に影響はない ６．わからない 

 
（４）具体的には貴社にどのような影響があると思いますか。 

（主な項目を３つまで〇をつけてください） 

１．商業施設との相乗効果で売上が増加 ７．商業施設に顧客が流出して売上が減少 

２．商業施設内への出店が見込める ８．商業施設に人材を奪われる 

３．人口増加で雇用確保が可能になる ９．人材確保のためのコスト（時給）が上昇 

４．関連産業としてビジネスチャンスがある 10．交通事故・交通渋滞により物流面が悪化 

５．原材料仕入れの利便性が高まる 11．特に影響はない 

６．災害時の物資供給が見込める 12．その他（具体的に            ） 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 

ご住所（所在地）  

貴社名  

ご連絡先（ＴＥＬ）  

ご担当者名  

本アンケートの詳しい事柄をおうかがいしたい場合に、ご連絡をさせていただく場合があります。 

※ご連絡先は本アンケートに係る事柄以外に使用することはありません。 

お問い合わせに同意されない場合は、下にチェックをお願いします。 

  □ 問い合わせに同意しない 

質問は以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。 


